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講演テーマ「認知症治療の新たな希望、再生医療の最前線」

““脂肪組織由来幹細胞治脂肪組織由来幹細胞治療療（（ADSC治療ADSC治療））””のの
可能性について、具体的な治療実績や可能性について、具体的な治療実績や
科学的根拠を交えて講演を行いました。科学的根拠を交えて講演を行いました。

　この治療法は、iPS細胞と同様に再生医療の選択肢の
一つですが、拒絶反応が起こる可能性が低く、幹細胞の
採取が容易です。注目すべきはその治療成績です。認知
症は、最新の薬物治療で進行を遅らせることができるよ
うになりましたが、根本的な治療方法はないのが現状
です。
　しかしADSC治療では、治療を行った14例全例で、認
知症の程度を測る数値（MoCA-J）が改善しました。筋
萎縮性側索硬化症（ALS）は治療方法が確立していない
難病ですが、ADSC治療を行った13例のうち、7例で症
状の回復が認められました。その他、パーキンソン病や
慢性閉塞性肺疾患（COPD）についての優れた治療成績
も発表されました。
　治療効果のメカニズムについても最新の知見が報告さ

れました。ADSCなどの間葉系幹細胞に遊走性があり、
体内の異常部位に集まることは既に報告があるようです
が、山岸先生の研究で、認知症、ALSやパーキンソン病
の原因物質を分解する酵素をADSCが分泌することが明
らかになりました。認知症の原因物質であるアミロイド
βやタウ蛋白が、ADSC治療後に減少しているPET画像
も公開されました。
　この様にADSC治療は既存の方法では治療効果の得ら
れない疾病に対し、驚異的な治療効果を示す一方で、細
胞培養が高額のため治療費が高い、症例数が少なく認知
度が低いなどの課題があります。しかしながらその可能
性は上記の通りであり、山岸先生は今後も周知活動を行
うと共に治療を続けていくとお話しされました。
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山岸理事長山岸理事長××経済同友会経済同友会「健康「健康ラライイフフを考を考ええるる会会」」ににて て 

京都府立医科大学
名誉教授 理事長
山岸 久一先生

アーカイブ動画配信と山岸先生著書のご案内

山岸先生への講演依頼、再生医療事業に関するお問合せ、ご寄付のお申込み

がん集学的治療研究財団
の公式Youtubeにて、本
セミナーのアーカイブ動
画を公開しています。ま
た「脂肪組織由来幹細胞
治療（ADSC治療）」つい
てより詳しく知りたい方
は、山岸 久一先生の著書

「諦めない」をご一読くだ
さい。

公益財団法人がん集学的治療研究財団 再生医療担当：金子、武藤 soumu@jfmc.or.jp　 03-5627-7594
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当財団
公式 YouTube

ご視聴は上記QRより
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研究課題名：
JFMC48-1301-C4（ACHIEVE-2 Trial）

再発危険因子を有するハイリスクStageⅡ
結腸がん治癒切除例に対する術後補助化
学療法としてのmFOLFOX6療法または
XELOX療法の至適投与期間に関するランダ
ム化第Ⅲ相比較臨床試験

参加学会

ASCO Gastrointestinal Cancers
Symposium

会期・場所

2025/1/23-25 San Francisco, CA

発表題目

Seven-year efficacy and safety in a 
randomized phase III trial investigating 
duration of adjuvant oxaliplatin-based 
therapy(3-vs.6-months)for patients 
with high-risk stage II colon cancer: 
ACHIEVE-2 trial

発表者：須並 英二 教授
（外科系研究管理責任医師）

杏林大学医学部 消化器・
一般外科下部消化管部門

米国・サンフランシスコで開催された、米国・サンフランシスコで開催された、
ASCO GI 2025ASCO GI 2025※において、において、““JFMC48（ACHIEVE-2 試験JFMC48（ACHIEVE-2 試験））””のの
ポスター発表をいたしました。ポスター発表をいたしました。※2025年1月23日～1月25日開催

須並先生よりメッセージ

発表発表
レレポポーートト学会Report

　本試験は、国際共同前向き統合解析であるIDEA研究の一試験
として実施され（Iveson TJ, J Clin Oncol 2021）、主解析の結果
はすでに報告されています（Yamazaki K. Ann Oncol 2021）。
　再発危険因子を有するStage II結腸直腸癌に対する術後補助療法 
m FOLFOX6 / CAPOXの治療成績（無再発生存率、生存率、安全性
など）を、3か月間投与と既存の6か月間投与と比較する試験で、5
年の結果報告に続いて、今回は7年のフォローアップ結果の報告
をいたしました。
　主解析の結果と同様、再発危険因子を有するStage II結腸直腸
癌に対する術後補助CapeOX療法の3か月間投与は既存の6か月
間投与と比較して、7年無再発生存率（83.4% vs. 81.8%; HR 1.00 
[0.66-1.53]）、7年生存率（88.4% vs. 88.8%; HR1.16 [0.70-
1.93]）ともに遜色のない治療成績でした。
　多変量解析の結果、6つの再発危険因子（Tstage、閉塞、穿孔、
LN切除個数、低分化、脈管侵襲）の中では、TstageとLN切除個
数（12個未満）がDFS、OSともに独立した危険因子であることが
示されました。
　また 安全性においては、末梢神経障害の発現率（全グレード）
が8年以上経過時点でも、3か月間投与群で低いことも報告いた
しました（7.9% vs. 25.0%, P=0.0189)。再発危険因子を有する
Stage II結腸直腸癌に対する術後補助療法期間に関して、とくに
長期成績面での重要なエビデンスを提供できたものと考えます。
　ASCO GI 2025 全体を見ると、発表の多くは症例数の多い多施
設共同前向き研究であり、共同研究とその症例集積スピードの重
要性を痛感いたしました。大腸分野は発表数も多かったのですが、
国内有力施設からの報告や多施設共同研究の報告など日本から

の発表も数多く見受けられ、当分野での本邦のプレゼンスを肌
で感じることができました。
　日本における研究を取り巻く環境は決して良好とは言えないか
もしれませんが、若手の先生方を中心に国際的な研究が引き続き、
そして今以上に活発に行われることを切に希望いたします。
　最後に、今回お忙しい中発表のご指導を賜りました研究代表者
の前原 喜彦先生、大津 敦先生、吉野 孝之先生、発表準備から現地
でもお手伝いいただきました山﨑 健太郎先生、研究参加施設の
先生方、JFMCの皆様、関係者の皆様そして患者さんに心から御礼
申し上げます。誠に有難うございました。

山﨑 健太郎先生
（内科系研究管理責任医師）

須並 英二先生
（外科系研究管理責任医師）
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年度 テーマ 国内
海外

発表日
公開日 発表者 学会名 課題名

2021 JFMC
47/48 国内 2/18〜

2/21 Oki E 第18回日本臨床腫瘍学会
学術集会

Characteristics and impact on efficacy of 3 vs. 
6 months of adjuvant chemotherapy in early 
onset colon cancer

2021 JFMC
46 国内 4/8〜

4/10 土屋 誉 第121回日本外科学会
定期学術集会 幕張（JSS）

再発危険因子を有するStageII大腸癌に対する
UFT/LV療法の臨床的有用性に関する多施設共同
研究（JFMC46-1201)の結果報告

2022 JFMC
48 海外 9/9〜

9/13
A. Makiyama（登録）, K.
Yamazaki（発表） ESMO 2022 PARIS

Five year efficacy and safety in a randomized 
phase III trial investigating duration of 
adjuvant oxaliplatin-based therapy (3-vs.6-
months) for patients with high-risk stage II 
colon cancer : ACHIEVE-2trial

2022 JFMC
48 国内 10/20〜

10/22 Akitaka Makiyama
第60回
日本癌治療学会学術集会
神戸（JSCO）

Five-year efficacy and safety in a phase 
III trial investigating duration of adjuvant 
oxaliplatin-based therapy (3- vs. 6-months) 
for patients with high-risk stage II colon 
cancer: ACHIEVE-2 trial

2023 JFMC
46 海外 1/19〜

1/21
Ken Kondo（登録）,
Takao Takahashi（発表）

ASCO-GI 2023
San Francisco

Final analysis of a prospective controlled 
trial of the efficacy of uracil and tegafur/
leucovorin for stage II colon cancer with risk 
factors for recurrence using propensity score 
based methods (JFMC46 1201)

2023 JFMC
46 国内 4/27〜

4/29 佐藤 敏彦

第123回
日本外科学会
定期学術集会
高輪（JSS）

再発危険因子を有するStageII大腸癌に対する
UFT/LV療法の臨床的有用性に関する多施設共同
研究(JFMC46-1201)の最終解析報告

2025 JFMC
48 海外 1/23〜

1/25 Sunami E ASCO-GI 2025
San Francisco

Seven-year efficacy and safety in a randomized 
phase III trial investigating duration of adjuvant 
oxaliplatin-based therapy (3- vs. 6-months) for 
patients with high-risk stage II colon cancer: 
ACHIEVE-2 trial

2025 JFMC
48 国内 3/6〜

3/8 Kentaro Yamazaki
第22回 臨床腫瘍学会
学術集会
神戸

ACHIEVE-2 study investigating duration of 
adjuvant oxaliplatin-based therapy for high-
risk stage II colon cancer

についてについて外部発表 学会 論文

学会
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年度 テーマ 発表日
公開日 著者 雑誌名 課題名

2021
JFMC
37付

2021.
11.29

Hidetoshi Shibahara, Takeru Shiroiwa, 
Megumi Ishiguro, Masato Nakamura, Junichi 
Hasegawa, Shigeki Yamaguchi, Yuriko 
Masuda, Junichi Sakamoto, Naohiro Tomita 
& Takashi Fukuda 

The European 
Journal of Health 
Economics
https://doi.
org/10.1007/
s10198-021-01418-6

Cost-effectiveness of 12 months 
of capecitabine as adjuvant 
chemotherapy for stage III 
colon cancer: preplanned cost-
effectiveness analysis of the 
JFMC37-0801 study

2022
JFMC

46
2022.
1.31

Sotaro Sadahiro, Kazuhiro Sakamoto, Takashi 
Tsuchiya, Takao Takahashi, Hiroki Ohge, 
Toshihiko Sato, Ken Kondo, Yutaka Ogata, 
Hideo Baba, Michio Itabashi, Masataka Ikeda, 
Madoka Hamada, Kiyoshi Maeda, Hiroyuki 
Masuko, Keiichi Takahashi, Junichi Sakamoto, 
Mitsuo Kusano, Ichinosuke Hyodo, Masataka 
Taguri, Satoshi Morita

BMC Cancer https://
doi.org/10.1186/
s12885-022-09267-z

Prospective observational study 
of the efficacy of oral uracil 
and tegafur plus leucovorin for 
stage II colon cancer with risk 
factors for recurrence using 
propensity score matching 
(JFMC46‑1201)

2022 JFMC
47

2022.
4.1

Takayuki Yoshino; Eiji Oki; Toshihiro Misumi; 
Masahito Kotaka; Dai Manaka; Tetsuya Eto; 
Junichi Hasegawa;  Akinori Takagane; Masato 
Nakamura; Takeshi Kato; Yoshinori Munemoto; 
Fumitaka Nakamura; Hiroyuki Bando; Hiroki 
Taniguchi; Yasuhiro Sakamoto; Manabu Shiozawa; 
Masayasu Nishi; Tetsuya Horiuchi; Hisakazu 
Yamagishi; Junichi Sakamoto; Tsunekazu 
Mizushima; Atsushi Ohtsu; Masaki Mori

Journal of Clinical 
Oncology DOI https://
doi.org/10.1200 
JCO.21.02628

Final Analysis of 3 Versus 6 
Months of Adjuvant Oxaliplatin 
and Fluoropyrimidine-Based 
Therapy in Patients With Stage III 
Colon Cancer:The Randomized 
Phase III ACHIEVE Trial

2022
JFMC
41付/
47付

2022.
12.3

Masashi Kanai, Takahisa Kawaguchi, Masahito 
Kotaka, Dai Manaka, Junichi Hasegawa,  Akinori 
Takagane, Yoshinori Munemoto, Takeshi Kato, 
Tetsuya Eto, Tetsuo Touyama, Takanori Matsui,  
Katsunori Shinozaki, Shigemi Matsumoto,
Tsunekazu Mizushima, Masaki Mori, Junichi 
Sakamoto, Atsushi Ohtsu, Takayuki Yoshino, 
Shigetoyo Saji, Fumihiko Matsuda

Cancer Medicine
https://doi.
org/10.1002/
cam4.5541

Poor association between 
dihydropyrimidine 
dehydrogenase 
(DPYD)genotype and 
fluoropyrimidine- induced 
toxicity in an Asian population

2023
JFMC-

DB2020-
03

2023.
3.20

Toru Aoyama, Koji Oba, Michitaka Honda, 
Masaru Muto, Shuhei Mayanagi, Hiromichi 
Maeda, Mitsuro Kanda, Kosuke Kashiwabara, 
Junichi Sakamoto, Takaki Yoshikawa

International 
Journal of Clinical 
Oncology https://
doi.org/10.1007/
s10147-023-02332-y

The clinical impacts of 
postoperative complications 
after colon cancer surgery for 
the clinical course of adjuvant 
treatment and survival

2023
JFMC-

DB2020-
02

2023.
5.11

SHUHEI MAYANAGI, KOJI OBA, TORU 
AOYAMA, KENJI TANAKA, MITSURO 
KANDA, MICHITAKA HONDA, HIROMICHI 
MAEDA, KOSUKE KASHIWABARA, MASARU 
MUTO, JUNICHI SAKAMOTO, HISAKAZU 
YAMAGISHI, TAKAKI YOSHIKAWA

ANTICANCER 
RESEARCH 43: 
3089-3095 (2023)
doi:10.21873/
anticanres.16480

Feasibility and Safety of 
Adjuvant Chemotherapy for 
Resected Colorectal Cancer 
in Patients With Renal 
Insufficiency:A Pooled Analysis 
of Individual Patient Data from 
Five Japanese Large

2023
JFMC

46
2023.
10.26

Kiichi Sugimoto, Kazuhiro Sakamoto,Takashi 
Tsuchiya, Takao Takahashi, Hiroki Ohge, 
Toshihiko Sato, Masataka Taguri, Satoshi 
Morita, Sotaro Sadahiro

International 
Journal of Colorectal 
Disease https://
doi.org/10.1007/
s00384-023-04559-7

Prognostic factors in patients 
with high‑risk stage II colon 
cancer after curative resection: 
a post hoc analysis of the 
JFMC46‑1201 trial

2024
JFMC

46
2024.
5.28

Yutaka Ogata, Sotaro Sadahiro, Kazuhiro 
Sakamoto, Takashi Tsuchiya, Takao Takahashi, 
Hiroki Ohge,Toshihiko Sato, Ken Kondo, 
Hideo Baba, Michio Itabashi, Masataka Ikeda, 
Madoka Hamada,Kiyoshi Maeda, Hiroyuki 
Masuko, Keiichi Takahashi, Mitsuo Kusano, 
Ichinosuke Hyodo, Junichi Sakamoto, 
Masataka Taguri, Satoshi Morita

International 
Journal of Clinical 
Oncology https://
doi. org/10.1007/
s10147-024-02565-5

Final analyses of the 
prospective controlled trial 
on the efficacy of uracil and 
tegafur/leucovorin as an 
adjuvant treatment for stage II 
colon cancer with risk factors 
for recurrence using propensity 
score‑based methods 
(JFMC46‑1201)

論文



個人の方 企業・病院の方

14

ご支援をお願いいたします
がんや難病、認知症患者さんの体や心と向き合い、少しでも苦痛が少なく有効な治療法を検討するためには、長い時間と
資金が必要です。がん集学的治療研究財団は公益財団法人であり、非営利団体のため利益を重視した活動ができません。
そのため活動は、寄付によるご支援で成り立っています。臓器別に研究チームを編成し、医療機関と連携しながら、が
んや認知症、難病の課題を一つでも解決し、患者さんのＱＯＬ改善を目指す当財団の活動に、ぜひ皆さまのお力添えをお
願いいたします。​

当 財 団 は 、が ん の 最 適 治 療 法 を

確立し、国民の健康向上に貢献す

る こ と を 目 的 と し た 公 益 法 人 で

す。具体的な活動としては、がん

の 手 術 を 中 心 と す る 集 学 的 治 療

に 関 す る 研 究 を 助 成 援 助 す る と

ともに、これに関する成果の解析・

評価などを行っています。公益事業

であり、税法上の特定法人の指定

を受けていますので、確定申告の

手 続 き を す る こ と で 寄 付 金 控 除

な ど の 税 制 上 の 優 遇 措 置 を 受 け

られます。

月々1,000円から
ご寄付いただけます。

毎月の寄付で支える財団サポーター

1,000円 3,000円 5,000円

1日33円から始められる毎月の継続的なサポートです。

遺贈を寄付する
遺言によってご自身の財産の一部または

すべてを法定相続人以外の特定の個人・団体に
譲り渡すことを「遺贈」と言います。

1回のみのご寄付もいただけます。詳しくは当財団HPをご覧ください。

当財団は、クラウドファンディングで広く知られるREADYFOR株式会社
と連携しております。相続や遺言のプロフェッショナルがご相談に応じま
すので、まずはお気軽にメールやお電話にてご連絡ください。

1回のみのご寄付もいただけます。詳しくは当財団HPをご覧ください。

賛助会員
年会費（1年間）という形でサポートいただく方法です。当財団の安定した
事業運営のため、より多くの企業様や病院様にご加入いただき、積極的な
ご支援を心よりお願い申し上げます。

1口200,000円/年
企業の方

1口50,000円/年
病院の方

03-5627-7593 / soumu@jfmc.or.jp
受付時間：平日10:00〜18:00

皆さまから寄せられた「想い」を次の事業で展開しています皆さまから寄せられた「想い」を次の事業で展開しています

がん患者さんのがん患者さんの毎日を応援する財団の活動毎日を応援する財団の活動にに

臨床試験関連事業

市民公開講座事業 刊行物出版事業 講演会事業

データベース事業 一般研究助成事業

A

B ご寄付・遺贈・賛助会員について

クレジットカードでのご寄付も可能になりました。ご寄付や遺贈、
賛助会員については、お気軽に下記QRコードまたは、連絡先まで
ご相談ください。
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私たちは、がん集学的治療研究財団の活動を支援しています。

企業賛助会員・ご寄付者

病院賛助会員

ご厚志ありがとうございました

朝日生命保険相互会社／オリンパス株式会社／管清工業株式会社／キッコーマン株式会社／
サクラグローバルホールディング株式会社／ジョンソン･エンド･ジョンソン株式会社／株式会社ツムラ／
ミドリ安全株式会社

企業・賛助会員企業・賛助会員

病院・賛助会員

今村総合病院／磐田市立総合病院／大垣市民病院／九州がんセンター／京都第一赤十字病院／岐阜県立多治見病院／
熊本医療センター／熊本赤十字病院／小牧市民病院／済生会西条病院／静岡市立清水病院／
島田市立総合医療センター／製鉄記念八幡病院／聖マリアンナ医科大学臨床腫瘍学／高山赤十字病院／
千葉大学大学院医学研究院／西陣病院／浜松医科大学／福岡市民病院／
福島県立医科大学附属病院／藤田医科大学病院／松山市民病院／吉野川医療センター／淀川キリスト教病院

ご寄付者

企業名

サクラグローバルホールディング株式会社／ジュエラ株式会社／大鵬薬品工業株式会社
個人名

石岡 千加史／金子 正利／三枝 稔／佐治 重豊／佐藤 正人／谷下 一夫／藤田 讓／三橋 洋之／山岸 久一
敬称略

ご寄付者・賛助会員様のご紹介ご寄付者・賛助会員様のご紹介
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「2人に1人ががんになる」と言われている時代。自分自身や家族、大切な人ががんになったらどうするか…。15歳から39歳
までのAYA世代と呼ばれる年齢層をメインターゲットに、がんについて正しく楽しく学べる場として、がんフェアを企画・
開催しました。AYA世代ががんに罹患すると、進学、就職、結婚、出産、子育てなど、日々の生活や人生の選択に影響が出て、
社会的にも大きな問題となります。そこでがんフェアのステージやブースでは、がんに関する気づきや知識を得られるさ
まざまなコンテンツを用意し、会場とオンラインで同時開催。多くの方にご参加いただき、NHKやフジテレビのTV取材も
入るなど注目されました。

STAGE
元 SKE48 で声優・タレント
であり、乳がんサバイバーで
もある矢方 美紀さんと、当
財団所属の外科医・作家の
中山 祐次郎先生によるトー
クショーのほか、特定社会
保険労務士の染谷 由美先生
によるセミナー、AYA 研究
会理事長の清水 千佳子先生
によるセミナー、インスト
ラクターの TOMOKO さん
によるストレッチセッショ
ンなど、学びと笑顔があふ
れるステージとなりました。

BOOTH
ブースでは、Oisix によるがんの闘病中にも便利なミールキットの紹介、
資生堂によるメイクやタッチケア（触れられることで得られる癒しケア）
体験、手作りアクセサリーの体験コーナー、がん検査キットや乳房検診
モデルの展示、東京都社会保険労務士協会による就労支援紹介などを展
開。そのほか、看護師や社会保険労務士による治療と仕事の相談会や、
ソニー生命保険のライフプランナーによるお金の講座も実施されました。

財団初！

がんフェア2023がんフェア2023
～AYA世代と共に～

協賛企業さま及び団体一覧

を開催
しました！
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役員・評議員・委員名簿（2025年7月末日時点）

役員・評議員

会長

藤田 讓	 元 朝日生命保険相互会社 社長

理事長

山岸 久一	 京都府立医科大学 名誉教授

常務理事

市川 大輔	 山梨大学 医学部 外科学講座第一教室 教授

理事

井本 滋	 杏林大学医学部付属病院 乳腺外科 教授
宇山 一朗	 藤田医科大学 先端ロボット・内視鏡手術学 教授
河野 浩二	 福島県立医科大学医学部消化管外科学講座 主任教授
今野 弘之	 浜松医科大学 特別顧問
三枝 稔	 学校法人先端教育機構 理事
瀬戸 泰之	 国立がん研究センター中央病院 病院長
谷下 一夫	 一般社団法人 日本医工ものづくりコモンズ 理事長
松原 久裕	 千葉大学 名誉教授

監事
杉原 健一	 光仁会 第一病院 院長
松本 謙一	 サクラグローバルホールディング株式会社 代表取締役会長

評議員
相羽 惠介	 戸田中央総合病院 腫瘍内科 部長
池田 徳彦	 東京医科大学 呼吸器・甲状腺外科学分野 主任教授
石岡 千加史	 JR仙台病院 院長
大辻 英吾	 京都第一赤十字病院 病院長
掛地 吉弘	 神戸大学大学院 医学研究科 外科学講座 食道胃腸外科学分野 教授
北川 雄光	 慶應義塾大学 医学部 外科学 教授
桑野 博行	 遠賀中間医師会 おかがき病院 院長
土岐 祐一郎	 大阪大学大学院 医学系研究科 外科学講座 消化器外科学 教授
平木 隆夫	 岡山大学 学術研究院 医歯薬学域 放射線医学 教授
藤原 俊義	 岡山大学 学術研究院 医歯薬学域 消化器外科学 教授

名誉会長

茂木 友三郎	 キッコーマン株式会社 取締役名誉会長 取締役会議長

名誉顧問

佐治 重豊	 岐阜大学 名誉教授

一般研究選考委員会

委員

掛地 吉弘	 神戸大学大学院 医学研究科 外科学講座 食道胃腸外科学分野 教授
北川 雄光	 慶應義塾大学 医学部 外科学 教授
坂本 純一	 東海中央病院 名誉院長
竹之下 誠一	 福島県立医科大学 理事長 兼 学長
馬場 秀夫	 一般財団法人化学及血清療法研究所 理事長
宮崎 勝	 国際医療福祉大学三田病院 名誉病院長
森 正樹	 東海大学 医学部 医学科 教授
吉野 一郎	 国際医療福祉大学成田病院 病院長

臨床試験審査委員会

委員

大庭 幸治	 東京大学大学院情報学環 教授
木村 晋也	 佐賀大学医学部内科学講座血液・呼吸器・腫瘍内科 教授
坂本 純一	 東海中央病院 名誉院長
辻 晃仁	 香川大学 医学部 臨床腫瘍学講座 教授
三嶋 秀行	 愛知医科大学 名誉教授
森田 智視	 京都大学大学院医学研究科医学統計生物情報学 教授

医療機器委員会

委員

柏野 聡彦	 一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 副理事長
昌子 久仁子	 神奈川県立保健福祉大学 シニアフェロー
鈴木 由香	 東北大学病院臨床研究推進センター 開発推進部門 特任教授
谷下 一夫	 一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 理事長
平木 隆夫	 岡山大学 学術研究院 医歯薬学域 放射線医学 教授
山本 澄子	 国際医療福祉大学大学院福祉支援工学分野 教授
和田 則仁	 神戸大学大学院医学研究科 医療創成工学専攻 特命准教授

顧問

宇山 一朗	 藤田医科大学先端ロボット・内視鏡手術学 教授

利益相反委員会

委員

梶谷 篤	 梶谷綜合法律事務所 弁護士
松原 久裕	 千葉大学 名誉教授
矢永 勝彦	 東京慈恵会医科大学名誉教授

財務委員会

委員

今野 弘之	 浜松医科大学 特別顧問
谷下 一夫	 一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 理事長

データベース事業支援委員会

委員

青山 徹	 東京都立駒込病院 胃外科 医長
大庭 幸治	 東京大学大学院情報学環 教授
柏原 康佑	 東京大学医学部附属病院 臨床研究推進センター 特任講師
神田 光郎	 名古屋大学大学院医学系研究科消化器外科学 教授
坂本 純一	 東海中央病院 名誉院長
本多 通孝	 福島県立医科大学低侵襲腫瘍制御学講座 教授
前田 広道	 高知大学医学部 外科学講座 准教授
眞栁 修平	 静岡県立静岡がんセンター 食道外科 副部長
山田 康秀	 国立健康危機管理研究機構 理事長参与
吉川 貴己	 国立がん研究センター中央病院 胃外科 科長

広報委員会

委員
三枝 稔	 学校法人先端教育機構 理事
中山 祐次郎	 湘南医療大学 保健医療学部 臨床教授

五十音順
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臓器別・機能別 研究班

乳癌

班長 井本 滋 杏林大学医学部付属病院 乳腺外科 教授

班員

石飛 真人 大阪はびきの医療センター 乳腺外科 部長

上野 貴之 がん研究会有明病院 乳腺センター センター長 / 先端医療開発科 がんゲノム医療開発部部長

大庭 真梨 国立精神・神経医療研究センター 病院 臨床研究・教育研修部門 情報管理・解析部 生物統計解析室長

九冨 五郎 順天堂大学乳腺腫瘍学講座 教授

久保 真 九州大学病院 乳腺外科 診療教授

佐治 重衡 福島県立医科大学医学部腫瘍内科学講座 主任教授

永橋 昌幸 兵庫医科大学乳腺・内分泌外科 准教授

丸山 玲緒 公益財団法人がん研究会 がん研究所・がんエピゲノムプロジェクト プロジェクトリーダー

山口 倫 長崎大学病院病理診断科・病理部 教授

肺癌
班長 池田 徳彦 東京医科大学 呼吸器・甲状腺外科学分野 主任教授

班員 佐治 久 聖マリアンナ医科大学呼吸器外科 主任教授

食道癌

班長 松原 久裕 千葉大学 名誉教授

班員

金森 淳 がん研究会有明病院 消化器センター食道外科 医長

小谷 大輔 国立がん研究センター東病院消化管内科 医長

塩﨑 敦 京都府立医科大学大学院医学研究科消化器外科学 教授

谷口 浩也 愛知県がんセンター薬物療法部 医長

豊住 武司 千葉大学大学院医学研究院先端応用外科学 講師

坊岡 英祐 浜松医科大学外科学第二講座 特任助教

牧野 知紀 大阪大学大学院医学系研究科外科学講座 消化器外科学 学部内講師

胃癌

班長 市川 大輔 山梨大学医学部外科学講座第一教室 教授

班員

稲木 紀幸 金沢大学　消化管外科学/乳腺外科学 教授

神田 光郎 名古屋大学大学院医学系研究科消化器外科学 教授

谷口 浩也 愛知県がんセンター薬物療法部 医長

徳永 正則 東京科学大学大学院 消化管外科学分野 胃外科 准教授
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胃癌

班員 李 相雄 大阪医科薬科大学一般・消化器外科学 教授

顧問
掛地 吉弘 神戸大学大学院医学研究科外科学講座食道胃腸外科学分野 教授

今野 弘之 浜松医科大学 特別顧問

膵臓癌

班長 山上 裕機 昭和大学 消化器外科・一般外科 膵がん治療センター 特任教授

班員
里井 壯平 関西医科大学胆膵外科 主任教授

谷 眞至 滋賀医科大学外科学講座 教授

大腸癌

班長 小林 宏寿 帝京大学医学部附属溝口病院外科 教授

班員
上野 秀樹 防衛医科大学校 外科学講座 教授

問山 裕二 三重大学大学院医学系研究科消化管・小児外科学 教授

顧問 杉原 健一 光仁会 第一病院 院長

免疫

班長 河野 浩二 福島県立医科大学医学部消化管外科学講座 主任教授

班員

塩﨑 敦 京都府立医科大学大学院医学研究科消化器外科学 教授

鈴木 弘行 福島県立医科大学呼吸器外科学講座 主任教授

谷 眞至 滋賀医科大学外科学講座 教授

藤原 俊義 岡山大学 学術研究院 医歯薬学域 消化器外科学 教授

前田 清 大阪公立大学大学院医学研究科消化器外科 教授

松橋 延壽 岐阜大学医学部附属病院消化器外科・小児外科 教授

三村 耕作 福島県立医科大学 消化管外科学講座、輸血・移植免疫学講座 准教授

がんと
再生
医療

班長 山岸 久一 京都府立医科大学 名誉教授

班員

大辻 英吾 京都第一赤十字病院 病院長

塩﨑 敦 京都府立医科大学大学院医学研究科消化器外科学 教授

重松  一生 びわこ学園医療福祉センター野洲 医療部 特別職

手術
術式

班長 瀬戸 泰之 国立がん研究センター中央病院 病院長

班員

藤原 斉 京都府立医科大学消化器外科学 准教授

三ツ井 崇司 獨協医科大学 埼玉医療センター外科 講師

森 和彦 三井記念病院消化器外科 部長

八木 浩一 東京大学大学院医学系研究科 消化管外科学 准教授

医療
機器

班長 宇山 一朗 藤田医科大学先端ロボット・内視鏡手術学 教授

班員 谷下 一夫 一般社団法人日本医工ものづくりコモンズ 理事長



Information
　2024年、当財団から臓器別・機能別研究班が発足いたしました。2人に1人ががんに罹る時代ですが、が

んの予防と治療には領域毎に高い専門性が求められることが知られています。上記研究班の先生方は日ご

ろから医療の最前線でアンメットニーズに接しており、患者さんにとっての最善の治療は何か、どのよ

うな研究が必要か議論を重ねています。すでに、井本 滋先生率いる乳癌班からは新しい研究がスタート

し、2026年には、データ解析を行う予定です。

　当財団はこれまで、一人でも多くのがん患者様、国民の皆

様の健康とQOLに貢献できるよう活動して参りましたが、

2024年度は臓器別・機能別研究班の取り組みをより多くの

方に知って頂くよう広報活動も強化しました。2025年度は

研究班の先生方とともに、がん予防や治療に関する啓発セミ

ナーやイベントを実施予定です。至らない点もあるかと思い

ますが、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　2024年に新事務所に移転しました。下記地図を参照下さ

い。心機一転頑張りますので、よろしくお願いいたします。

　この度の『がん集学財団ニューズ』作成にあたりご協力い

ただいた先生方、皆様方、誠にありがとうございます。この場

を借りて御礼申し上げます。

東京都江東区亀戸1-38-4 朝日生命江東ビル3F
（03）5627-7593 /
（03）5627-7595
jfmc@jfmc.or.jp  https://www.jfmc.or.jp/

亀戸駅北口より、西大島駅方面に徒歩約5分

JR総武線

2025年7月発行
発行人	 山岸 久一
発行所	 公益財団法人 がん集学的治療研究財団

編集後記

事務局事務局インフォメーションインフォメーション

Facebook

ホームページ

Instagram

配信も始めております。メールマガジン配信中！

がん集学的治療研究財団の
情報発信サイト

HPリニューアルしました！

お問い合わせは下記にお願いいたします

新事務所にて

当財団までの経路


